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１
９
８
９
年
、
日
本
が
バ
ブ
ル
に
沸
く

頃
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
破
ら
れ
、
ソ
連
邦

が
崩
壊
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク

ヤ
マ
は
「
歴
史
の
終
わ
り
」
を
発
表
し
、

リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
主
義
体
制
が
他
の
政
治

形
態
よ
り
優
越
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は「
文
明
の
衝
突
」を
著
し
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
は
終
わ
り
、
む
し

ろ
西
洋
対
非
西
洋
の
対
立
や
民
族
や
宗
教

の
対
立
が
起
こ
る
こ
と
を
予
測
し
、
そ
の

通
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
主
義
体
制

の
後
退
、
独
裁
専
制
国
家
の
発
展
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

異
形
の
大
国
中
国
、
制
御
不
能
な
北
朝
鮮
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
11
位
に
し
か
過
ぎ
な
い
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
米
国
国
内
の
分

断
、
指
導
者
が
い
な
く
な
っ
た
欧
州
、「
応

仁
の
乱
」
と
「
戦
国
時
代
」
が
一
緒
に
来

た
よ
う
で
す
。

　

我
が
日
本
を
見
る
と
、
30
年
間
、
ほ
ぼ

Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
賃
金
も
上
昇
し
な
い
唯
一
の
国

に
な
り
ま
し
た
。
経
済
対
策
も
ム
ダ
打
ち

が
多
く
借
金
だ
け
は
１
２
０
０
兆
円
と
積

み
上
げ
ま
し
た
。
金
利
が
１
％
上
が
れ
ば

12
兆
円
利
払
い
が
増
え
る
の
で
金
融
政
策

は
あ
ま
り
使
え
な
い
、
い
び
つ
な
経
済

対
策
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
異
次
元
の
企

業
、
国
民
救
済
対
策
を
行
い
、
け・

・

・
じ
め
が

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
も
、

政
府
か
ら
委
託
を
受
け
て
企
業
、
国
民
へ

の
給
付
を
行
う
中
抜
き
団
体
・
企
業
ま
で

国
民
の
税
金
に
寄
生
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
一
連
の
報
道
で
勝
共

連
合
は
母
体
の
統
一
教
会
が
反
日
で
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
一
部
の
議
員
が
ズ
ブ
ズ

ブ
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
防
衛
費
２
倍
、
財
源
と
し
て
の

増
税
、
反
撃
能
力
な
ど
大
き
な
焦
点
で
す
。

と
て
も
気
に
な
る
周
辺
国
ば
か
り
で
す
が

防
衛
費
世
界
２
位
の
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
た

こ
と
、
世
界
一
の
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
や
ア

フ
ガ
ン
で
勝
て
な
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
は
じ
め
日
本
の
防
衛
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
が
先
行
す
べ
き
で
、
金
額
あ
り
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
帝
国
ロ
ー
マ
は

「
パ
ン
」
と
「
サ
ー
カ
ス
」
で
衰
亡
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
情

報
洩
れ
や
確
か
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
、

ポ
イ
ン
ト
２
万
ま
で
と
い
う
「
人
参
」
が

無
く
て
も
国
民
は
加
入
し
ま
す
。
や
た
ら

と
「
人
参
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
昨
今
で

す
が
国
家
も
国
民
も
「
自
立
」
と
「
自
尊
」

を
矜・

・持
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　

令
和
五
年
一
月

今
こ
そ 

自
立 

と 

自
尊 

の
日
本
へ

　
未
知
な
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
の
中
で
政
府
は
異
次
元
と
も
い
え
る
経
済
対
策
、
企
業
へ
の
融
資
、
国
民
へ
の
給
付
金
な
ど
を
展
開

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
愚
策
、
積
残
し
の
基
金
、
国
会
の
予
算
審
議
な
し
の
巨
額
の
予
備
費
な
ど
明
ら

か
に
タ
ガ
が
は
ず
れ
た
よ
う
で
す
。
内
外
と
も
問
題
山
積
の
日
本
、
改
め
て
「
自
立
」
と
「
自
尊
」
を
考
え
る
と
き
で
す
。

参
議
院
議
員

　
　
　
上
田
清
司

参議院本会議令和４年 10 月 28 日
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蓮田市制施行 50 周年記念式典祝辞 10 月1日

第 38 回盲人福祉大会にて挨拶

12 月 2 日 予算委員会集中審議 TV入

レギュラー出演の「FM 川越」に続き、
「FM 朝霞」でもレギュラー出演

皆様からの温かいご支
援を心からお願い申し
上げます。

2022 年 2 月 24 日（木）午前 5時 30 分（日本時間正午過ぎ）
ロシアによる突然のウクライナ侵攻が始まった。

驚愕する世界。逃げ惑う人々。泣き叫ぶ婦女子。崩落する建物。
あまたの民族的文化遺産や人々の誇りと尊厳に対する攻撃。
無抵抗な無辜の人々の命と自由を奪い去る戦争。
ウクライナ侵攻直後の 2月 28 日（月）、私たちは在京のウクライナ及びポー
ランド大使を訪問し援助の申し込みを致しました。あれから早や 1年。

秋からの電力施設攻撃による寒さと暗さの中で、ひたすら平和を待ち望み
耐え続けるウクライナの人々に対し私たちも出来る限りの支援を続けたい
と思います。

理 事 長

副理事長

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

田中眞紀子（元外務大臣）

上田　清司（参議院議員）

田中　直紀（元防衛大臣）

坂田　東一（元ウクライナ大使）

前田　雄吉（元衆議院議員）

小泉　俊明（元衆議院議員）

林　　　崇（公認会計士）

松尾　清子

❶大学病院を通じての現地の人々に対する医療支援
❷日本に避難してきている学生を中心とした人々への支援

二
期
目
も
全
力
投
球
!!

“みらい”からのお願い
特定非営利活動法人

みらいウクライナ・アフガニスタン等難民支援基金

NPO法人

支援
対象

りそな銀行 参議院支店
（普通）0060122
ﾄｸﾋ ) ﾐﾗｲｳｸﾗｲﾅ .
　　 ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝﾄｳﾅﾝﾐﾝｼｴﾝ

寄付金の振込口座

NPO法人 “みらい ” TEL.03-6912-8318
〒 171-0075 東京都豊島区高田 1-38-12 目白ガーデンハイツ・アネックス 3 階

E-mai l :h isyo@echigo-kotsu.co. jp
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「吉川橋渡り初成功」感謝の集い　令和 4 年 11 月17 日

祝国道 17 号本庄道路神流川橋開通
式典祝辞　12 月16 日

会長は斉藤健現法務大臣、超党派議連「医療防災産業議連」
会長代行として寺島実郎先生とともに斉藤国土交通大臣に提言

所
沢
青
年
会
議
所
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

パ
ネ
ラ
ー
は
上
田
参
議
と
藤
本
所
沢
市
長

12 月 2 日 予算委員会集中審議 TV入

令和４年 2 月 28 日　田中眞紀子元外務大臣、
田中直紀元防衛大臣らと共にコルスンスキー・ セルギー駐日

ウクライナ特命全権大使に面会、意見交換
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精力的な国会質疑 第 210 回臨時国会
（令和 4 年 10 月 3 日から令和 4 年 12 月10 日）

上田きよしプロフィール
○昭和23年九州福岡県生まれ。
○�法政大学法学部卒、早稲田大学
大学院政治学研究科修了。

○�新自由クラブ立党に参画、同党政
策委員、全国青年局長。政策科
学研究所政策委員。1980年新自
由クラブより衆議院議員選挙出馬
４連敗するが不屈の闘志で５度目の1993年初当選、以後
３期連続当選。衆議院議員２期目は小選挙区選出300人
中、議員立法・質疑回数１位。３期目選挙直前、小泉純一
郎（当時、総理）をして「俺は誰が相手でも勝つ自信はあるが、
上田清司だけはご免こうむる」といわしめた。「選挙の鉄人」
という異名もある。また、平成15年２月、塩ジイこと塩川
大蔵大臣の「母屋でお粥をすすっていたが、離れでスキヤ
キを食べていた」という特別会計の例えは、上田清司代議
士の質疑に共感して答弁した有名なセリフである。

○�平成15年８月、民主党を離党し、無所属で知事選に出馬、
２位に約ダブルスコアで当選。

○平成19年、23年、27年と４期連続当選。
○�この間、総務省顧問、拓殖大学大学院客員教授、内閣地
域主権戦略会議委員、全国知事会東日本大震災復興協力
本部長、全国知事会会長など歴任。
○令和４年改選、現在、参議院議員２期目。

新年総会のご案内

2月18日（土）

ベルセゾン

上田きよし事務所
 TEL.048-466-7566

1,000円

午後12:30 開場
午後13:00 開会

〒352-0001
埼玉県新座市東北２丁目２７−１４
TEL.048-475-1122

※ 新型コロナ対策のため「お茶会」形式で
開催させていただきます。

とき

ところ

会 費

連絡先

　上田きよし参議院議員は相変わらず精力的な国会活動を行っています。
本会議１回、委員会計 8回です。

令和 4年 10月 28日 本 会 議
国務大臣の発言に関する件（山際大臣辞任）「物価高対
策、総合経済対策について、再エネ賦課金停止、所得
制限撤廃を求める」

令和 4年 11月 1日 内閣委員会
内閣の重要政策及び警察等に関する調査「行革の推進、
盲人支援、GDP成長見通しの精度について」

令和 4年 11月 8日 内閣委員会
内閣の重要政策及び警察等に関する調査「地域医療機
能推進機構における補助金の内部留保について、子育
て支援における所得制限の撤廃を求めることについて」

令和 4年 11月 10日 内閣委員会
職員給与改正法案に対する質疑「マイナンバーカード
の優位性と情報セキュリティについて」

令和 4年 11月 14日
行 政 監 視
委 員 会

国政調査に関する件「保育の公定価格の見直しについ
て。埼玉県を参照して」

令和 4年 11月 24日 内閣委員会
国際的な不正資金等の移動等に対処する法律に対する
質疑「拡散金融と北朝鮮のミサイル発射問題、日本国
内にある中国警察施設問題について」

令和 4年 12月 2日
予算委員会
（T�V 入 り ）

令和四年度第二次補正予算に対する質疑「基金への不
当な積み増しについて、再エネ賦課金の撤廃について」

令和 4年 12月 6日 内閣委員会
内閣の重要政策及び警察等に関する調査「保育の公定
価格の見直しについて。埼玉県を参照して（継続）、高
齢女性の貧困問題について」

令和 4年 12月 8日 内閣委員会
PFI 法の改正法案に対する質疑「下水道等インフラ事
業におけるPFI 事業についての懸念」

子育てに関する所得制限撤廃法案の提出者として
参議院事務総長に提出

積極的な立法活動


